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福島県における小型底曳網漁業の漁場に

関する研究

平川英人

Studies on the Fishing Ground of Small Trawl Nets in Fukushima 

Hideto HIRAKAWA 

iま じ め

本県は全国的にも有数の機船底曳網漁業の基地であって、特に小型底曳網漁業の比重が犬舎い。
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1975年の福島県海面漁業漁獲高統計(属地総計)によれば、小型底曳網漁業の漁獲量は 13，¥H引、シ、
水揚金額では約 28億円に達し、本県の総漁獲量および総水揚金額に対する比は、それぞれ lt5もおよび

20%で、現在では旋網漁業と並ぶ重要漁業種となっている。(図 1)。地区別には県北相馬原釜を基

地とする漁船の漁獲量が 71.6%で最も多く、次いで県南の小名浜 11.8%、久ノ浜 7.3%である。相馬

原釜の漁獲状況が大きな比重を占める。 水揖金祖国) 造業樋 漁彊量 C%J

漁法は相馬原釜、久ノ浜等の漁船では帆叡 ~/!______]Q 

曳き"、小名浜漁船では帆かけ廻し"で、地

区により相異する。

1977年 7月より却0海里漁業専管水域の設

定に伴い、我国の漁業は重大な局面を迎えて

いる。そこで 2∞海里漁業資源の評価および

漁獲可能量の推定が目下の急務とされている。

本研究で、は、そのため必要条件となる漁獲

物の分布および小型底曳網の漁場の変遷過程

について若干の知見を得たので報告する。

材料および方法

嶋田園 1975年
中段務後語 1970年
下位仁二コ 1966年

図1. 福島県下漁業種別漁獲量〈県統計〉

1975年 9月から 1976年 6月にかけて、相馬原釜および久ノ浜漁業組合に所属するd哩底曳網の標本
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US品、品、活科、zJJT;t1;出 ;tZT334r
平均密度指数 (K9/1時間曳網)、漁獲努力量の算定を行なったo

統計資料は福島県海面漁業漁獲高

統計 1)を用いた。

市古 果

;;;:;;;;主対象とする全種類など重要種の分布パターンを図 2に各々示すo これよりミズ

:、ヤリイカは水深 150mJ:-J深の大陸棚縁辺部に分布密度が高く沖合性漁獲物と考えられ、操業水

i::誤認21Tirich722引iR11121111ち
り仙台湾内に分布密度が高く、ミズタコ ー

メ、スズキは分布域の広い魚種である。

図2-1・ ヤリイカの水域別C.p.U.E

( 1時間当りの漁獲量〉

1 9 ワ 5 年~9 月~ 19ワ6年6月

3S'N 

iL.iE 

図2ー 2・ミズダコの水域別 c.p・V.E

( 1時間当りの漁獲量〉

1975 年9 月~1 9ワ6年6月
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図2-3，イシガレイの水域別C.P.U.E
( 1時間当りの漁獲量〉

1975年 9月一 1976年 6月

図2-5. ヒラメの水域別C.P.U.E
( 1時間当りの漁獲量〉

1975年 9月一 1976年 6月
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3a"N 

図2-4.マコガレイの水域別C.P.U.E
( 1時間当りの漁獲量〉

1975年 9月日 1976年 6月

図 2-6. ススキの水域}jIJC • P • U • E 

( 1時間当りの漁獲量)

1975年 9月一 1976年 6月
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図2-7.会種類の水域別c.p.u・E( 1時間当りの漁獲量〉

1975年 9月一 1976年 6月

これら 6魚獲物および全漁獲物の水深帯別平均密度指数をみると図 3のようになるo ミズダコ、斗

リイカは 1回~却Omの水深帯に主要分布域が

あり、1∞m以浅の浅海域では漁獲がほとんど

無いか、あっても少量である。マコガレイ、

イツガ.vイ、ヒラメ、スズキは刺網と漁場が

競合する回 m以浅の浅海域に主要分布域が

みられ、それより深い海域では次第に分布密

度が低くなる。各有の魚種の分布の水深限界

は、イシガレイ、マコカ。レイではおおよそ

1却m、ヒラメは150m、スズキは180m程度で

あろう。スズキ、ヒラメは時期により主詳の

移動が顕著であることが知られており、この

海域では広範囲な分布がみられたと推定され

る。図 3に示すように全漁獲物の平均密度指

数は150nf"20伽の水深帯で最も高く、次いで

200m以深水域が高い。大陸棚内では浅海域

程低く、水深が増すに従い分布密度が高くな

る傾向がみられる。

ミズダコ

マコガレイ

イシガレイ

ヒラメ

ススキ

図3.小型底曳網て漁獲される主要魚種の水深草者

別密度指数 (K9/1曳網時間〉

1975年 9月一 1976年 6月
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全漁獲物の月別平均密度指数を水深帯毎に調べ図 4に示すo50 m以浅水域で、は漁期初めの 9月から

1月にかけて漸次{尽くなる傾向がみられる。このことはこの時期に主対象とするマコガレイ、イシガ

レイ等の沿岸性魚類の産卵による集合およびその後の分散という魚群行動によるものと推定される。

年聞を通じて最も安定して漁獲されるのは1∞狩r-1日m の水深帯である。 150m以深では時期により、

かなりの変動がみられる。
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殴4，金魚種の水深別密度指数の推移
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漁獲努力量の水深帯別投入額度
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図5. 小型底曳網漁船の水深別努力量投入頻度'

1975年 9月一 1976年 6月

各研球深帯に漁獲努力量が投入される頻度胸を月毎に調べ図 5に示す。小型底曳網漁船の操業域は

その主対象とする漁獲物によって時期毎に移動する。すなわち、 9月から翌年の 1月にかけて沿岸域

で操業し、 2月-4月にかけて沖合域で、 5月-6月に再び沿岸域で主として操業する傾向がみられ

る。年間を通してみると図 6に示すように、 1∞m-150mの水深帯が最も多く利用され、次いで 50m

-1∞m 水深帯の利用頻度が高し、。 5Om-150mの水深帯で、全漁獲努力量の約70%が投入されている。

頻度(%)
o 10 20 30 40 50 

30m以浅国
30勾 50 .:.;，銭ミ::;;;::::完i宅j

日-lCλ 九九九::;:;:;:泊

1∞ー1反
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2∞m岬 調

図6.福島県下小型底曳網漁船 (14.99，110馬力)の水深別利用頻度

1975年?月一 1976年 6月
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;ぉ2253Lニムるによム、るo これらとはお象的に沿岸性のイシガレィ、マコガレ f

漁獲依存度は少なくなってきているo
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図7・福島県小型底曳網漁船により漁獲される主要魚穫の漁獲物組成
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降は逆転して刺網による漁獲の方が多くなってきているo
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イシガレイの漁獲量の経移
図8-1.
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図8-3. 乙ラメの漁獲量の経移
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1966・67 '68 ・69 '70・'71 '72 '73 '74 '75年

図8-4.スズキの漁獲量の経移

1966 '67 '68 ・69 '70 '71 '72 '73 '74 '75年

図8-6.アイナメの漁獲量の経移

1∞ 
LKι品品乱

図8-7. ク口ガラの漁獲量の経移

漁場の変遷

棺馬原釜港を基地とする小型底曳網漁船の1955~ 1958年までの漁場は南は福浦沖合水深25-38m、

北は北田沖合水深お~40m で操業されていた2~ 1回昨頃の主漁場は明上から富岡までの水深100m 以

浅海域に南北に長く形成されている 3)。この当時は同漁船は主としてカレイ類(イシガレイ、マコガ

レイ、マガレイ)、ヒラメ、マダコを主に漁獲していた 3)。

1975-1976年では漁場は飛躍的に増大し、南北では 196時頃とさほど相異がないが、東西方向では

水深約25伽1までの大陸棚外縁部まで操業され、ミズダコ、ヤリイカ、スケトウダラを主対象としてい

る。漁船トン数、馬力数の増大および漁船装備の近代化がもたらした結果であろう。(図 9)

魚種組成の変化は、本県小型底曳網漁業漁獲量の毎年 7割程占める相馬原釜の漁船の漁場の変遷過



マ?摂雰再開

回

程を反映しているものと想定される。

/ 

/ 

/ 

1955-1958年 1965年の主漁場

の主漁場

図9・小型底曳網漁船の漁場変遷過程

考

1975-1976年
の主漁湯

察

ヒラメ、カレイ類資源についての研究は、比較的多い 2ーの。それらはいす・れも異口同

沼市:出需品目1品目53f
(鈎76)は、仙台湾およびその周辺海域における 半分程度r漁獲強度を落すことが望ましいと提案

ることを指適し、小型底曳網漁業は現在の νベルの 」

日}ii:ニIT鵡 3Z22frz;ぷ::、ミ;;iffr
トウダラを漁獲し始めたと推定される o 小型底曳網の漁獲量は、急激な増加傾向がみられるものの

その質において大きく変化している。

要 約

己主12?2521;日22L2515i:Ji;;L
iが2品物の月別平均密度指数を水深帯でみると、 50m以浅では 9月から翌年 1月までに漸次低く

i.る忠弘:まiLitz、ft;;:2t:rzirt?と;5岬に全漁獲努力量の約70

::ち!?iiiiitT1123175:れて;、レ?25LLLぶよぶよよ;(;
くなっている。



異口同

り資源

をお0

7) 

態であ

と提案

l減少に

、スケ

}のの、

Tレイ、

こラメ、

くなる傾

斬次低く

Lの約 70

ナイナメ

頼度が低

51 

5. 沿岸性主要魚種は現在では小型底曳網よりも刺網で多く漁獲されている。

6. 相馬原釜の漁船の最近2咋間の漁場拡大化が顕著である。漁獲物組成の変化はこの漁場の拡大化

によることが大きいと想定された。
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